
弦理論の構成的定義と素粒子の統一理論

課題番号 14540254

平成14年度~平成17年度科学研究費補助金

(基盤研究 (C))研究成果報告書

月円。年
0
0
 

1
i
 

bν~ 

-
E

・g・-E
-
E

川

沼

ほ

川

河

て
d

副
都
郎
町
闘

nu

m町
民
郎
副
副

7
t

H
H
H
H
H

ぷ
U

E
E

・E・--
山
川
山
山
山
川

6

時
間
四
四
四
時
五

υ

ほ
ほ
ほ
ほ
川

nu

山
間
剛
山
間
五

u

m阪
駅
町
民

nu

制
限

mmm附
m
m

岬
Z
E

B
E
B
E
E
-
-
E
 

Jlf 合光

(京都大学大学院理学研究科教授)

一
ド
・



弦理論の構成的定義と素粒子の統一理論

課題番号 14540254

平成 14年度~平成 17年度科学研究費補助金

(基盤研究 (C))研究成果報告書

平成18年3月

研究代表者 川合 光

(京都大学大学院理学研究科教授)



はしがき

この研究は、科学研究費基盤研究 (c) によって以下のようになされたものであ

る。超弦理論を構成的に定義することによって 例えば格子ゲージ理論におけるよう

に、いろいろな物理量が少なくとも原理的には可能な数値計算によって求まるように

し、重力まで含めた究極の統一模型を構築することを目的として始められたが、 4年

間に十分な成果が得られた。
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